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愛知県
農 業 土 木
測 量 設 計
技術研究会

愛
知
県
農
業
土
木
研
究
会
と
合
同
で
、 

「
現
地
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
五
年
十
二
月
十
一
日
か
ら
平
成
二

六
年
一
月
十
七
日
に
か
け
て
、
九
会
場
で
現
地

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
も
、
各
農
林
水
産
事
務
所
の
担
当
者
の

出
席
を
得
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

今
後
の
設
計
に
反
映
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
有

意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。 

研
修
は
、
現
地
で
現
場
状
況
・
事
業
概
要
等

の
説
明
を
受
け
、
研
修
会
会
場
で
現
場
状
況
を

踏
ま
え
て
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全

体
的
に
、
新
技
術
・
新
工
法
の
説
明
と
、
環
境
・

コ
ス
ト
縮
減
に
配
慮
し
た
設
計
・
施
工
に
関
す

る
内
容
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
関
連

す
る
内
容
で
の
、
専
門
技
術
者
等
に
よ
る
講
演

が
行
わ
れ
、
幅
広
い
技
術
の
習
得
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
、

小
水
力
発
電
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。 

名古屋支部研修風景 

知多支部研修風景 

各
会
場
共
平
均
二
五
名
の
出
席
者
が
あ
り
、

総
勢
二
百
二
十
四
名
が
出
席
し
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
研
修
会
は
継
続
教
育

機
構
の
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
３
～
５

単
位
の
取
得
が
可
能
で
す
。 

水
土
里
ネ
ッ
ト
愛
知
主
催
に
よ
る
「
あ
い

ち
の
農
業
・
農
村
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

協
賛
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
「
土
地
改
良
施
設

と
人
・
生
き
物
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
三
百
十
二
点(

百
四
十
七
名)

と
多
く

本
年
度
も
本
会
主
催
の
「
賀
詞
交
歓
会
」
を
一
月
十
日
（
金
）

に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
名
古
屋
逓
信
会
館
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。
交
歓
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
愛
知
県
議
会
自
由
民
主
党

土
地
改
良
議
員
連
盟
の
三
浦
会
長
を
は
じ
め
十
名
を
お
招
き
し
、

本
会
か
ら
は
青
木
会
長
を
は
じ
め
会
員
五
十
三
名
が
参
加
す
る

盛
大
な
催
し
と
な
り
ま
し
た
。 

本
会
会
長
か
ら
は
、
会
運
営
に
対
す
る
日
頃
か
ら
の
会
員
の
協

力
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
会
の
一
層
の
充
実
と
こ
れ
ま
で
以
上

の
、
指
導
協
力
を
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

来
賓
の
方
々
か
ら
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
、

大
幅
な
農
林
予
算
の
増
加
に
よ
り
、
今
後
の
農
業
農
村
整
備
に
つ

い
て
の
期
待
と
、
協
力
依
頼
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「明治用水竣工記念碑」 

場所 安城市東栄町柳原 9 番地
寸法 H 3,400×B 2,200 (mm) 
建設 明治 13 年 
碑文 「疏水千里利澤萬世」 
     内務卿 松方 正義 
   「聖朝嘉績良民美挙」 
     大蔵卿 佐野 常民 

の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
に
、
テ
ー
マ
を
題
材
と

し
て
、
農
業
・
農
村
へ
の
思
い
が
表

現
さ
れ
た
力
作
と
し
て
、
当
研
究
会

よ
り
厳
選
の
結
果
、
左
記
作
品
を
「
豊

か
な
農
地
あ
い
ち
特
別
賞
」
と
し
て
、

表
彰
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

明
治
用
水
は
明
治
十
三
年

五
月
に
、
着
工
後
わ
ず
か
一

年
あ
ま
り
の
間
に
、
幹
線
用

水
路
の
掘
削
が
終
わ
り
、
そ

れ
ま
で
の
不
毛
の
地
が
、

次
々
に
開
拓
さ
れ
る
時
代
を

迎
え
ま
し
た
。
碑
が
建
立
さ

れ
て
い
る
明
治
川
神
社
に

は
、
明
治
用
水
の
功
労
者
で

あ
る
四
名
が
、
神
と
し
て
祭

ら
れ
て
い
ま
す
。 

第
十
二
回 

愛
知
の
農
業
農
村 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
画

平成26年 
賀詞交歓会開催 

平成 25 年度 農業農村整備事業 
広 報 活 動 開 催

「朝日に輝く」 井戸田 洋二

平成２５年度　現地研修会開催一覧表

研修日 支部名 工事名・地区名・講演名等 工事場所
請負業者名

コンサルタント名
参加
人員

25.12.11
(水)

豊　田
農地環境整備事業　敷島地区　その2工事、その3工事
(講演)愛知県の農業用水を利用した小水力発電について

豊田市太田町、杉本町
大坪町他2町地内

(株)榊建設、松寿建設(株)
太栄コンサルタンツ(株)

21

25.12.17
(火)

東　三
豊川用水二期受託事業　蒲郡支線その7工事及び坂本支線坂本第1地区そ
の1工事他2地区工事
(講演)最新の圧入工法について

蒲郡市西迫町他3町地
内

(株)今井組
NTCコンサルタンツ(株)
(株)拓工

28

25.12.18
(水)

一　宮
緊急農地防災事業　片原一期2期地区　排水機場その1工事
(講演)「パワーブレンダー工法」による土質改良について

稲沢市片原一色町他
地内

山正建設(株)
(株)葵エンジニアリング

27

25.12.19
(木)

幡　豆
海岸整備事業　吉田地区　堤防工その2工事
(講演)総合評価落札方式について他

西尾市吉良町地内
(株)吉田組
協和調査設計(株)

27

25.12.20
(金)

新　城
広域営農団地農道整備事業奥三河2期地区1-2工区道路工その26工事
(講演)小水力発電について

北設楽郡設楽町東納
庫地内

設楽建設(株)
(株)三祐コンサルタンツ

21

26. 1. 9
(木)

名古屋
用排水施設整備事業　萱津地区　長牧その12工事
(講演)「簡易支持力測定器」の特徴及び活用について

海部郡大治町大字砂
子地内

(株)山田組
アローコンサルタント(株)

23

26. 1.15
(水)

知　多
老朽ため池等整備事業　陸海庵池地区　その1工事
(講演)愛知用水二期事業の概要について

大府市半月町地内
大天工業(株)
太栄コンサルタンツ(株)

26

26. 1.16
(木)

海　部
水環境整備事業　沖之島地区　その1工事
海岸整備事業(耐震対策緊急)鍋田地区　液状化対策工その10工事
(講演)工事現場等における無線使用について

あま市七宝町地内
弥富市鍋田町地内

重明土建(株)、海部建設(株)
アローコンサルタント(株)
(株)拓工

27

26. 1.17
(金)

岡　崎
かんがい排水事業　村高地区　その28工事
(講演)環境に配慮した土地改良工事について

安城市小川町地内
(株)ナルセコーポレーション
(株)葵エンジニアリング

24




